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事業責任者
弘前大学理事（教育担当） 挨拶

1

弘前大学は、文部科学省による大学教育再生戦略推進費「ポストコロナ時代の

医療人材養成拠点形成事業」の拠点に採択されました。本事業は、秋田大学、

弘前学院大学及び弘前医療福祉大学と連携し、「多職種連携とDX技術で融合し

た北東北が創出する地域医療教育コモンズ」をテーマとして、多職種連携教育

を基盤とした総合的に患者・地域住民を診る資質・能力を持つ医療者教育によ

り持続可能な地域医療共同体を北東北に構築することを目的としています。

弘前大学と連携校において、教育資源を医学教育クラウドプラントで共有し、

医学教育専門家が多職種連携の要素を組み込み、青森県と秋田県内で運用でき

るように精錬します。このプロセスを通じて北東北で共有可能なオンデマンド

教材や教育プログラムなどの教育資源（地域医療教育コモンズ）を創出するこ

とで、北東北地域でのニーズの高い総合診療・感染症・救急・集中治療に長け

た地域医療のリーダーを育成する予定です。

皆様のご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

事業責任者
弘前大学理事（教育担当）

郡 千寿子



弘前大学大学院医学研究科長
医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター長 挨拶

2

令和４年度に、弘前大学は、文部科学省公募の大学教育再生戦略推進費「ポス

トコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」における全国11拠点の一つに選定

され、研究科附属地域基盤型医療人材育成センターを設置しました。

本センターは、将来、地域医療に従事しようとする意思をもつ学生を選抜する

枠を活用し、地域にとって必要な医療を提供できる医師の養成に係る教育プロ

グラムの開発・実施を行う教育拠点となることを目的としています。

このため、本学医学部は本センターを介して、秋田大学医学部、弘前学院大学

および弘前医療福祉大学と連携し、多職種連携教育を基盤とした総合的に患

者・地域住民を診る資質・能力を持つ医療者教育を実施しております。

令和４年度の事業成果をまとめましたので、ここに報告させて頂きました。

よろしくお願い申し上げます。

弘前大学大学院医学研究科長
医学研究科附属地域基盤型
医療人材育成センター長

廣田 和美



秋田大学大学院医学系研究科長 挨拶
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「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」

の初年度事業完了にあたり、ご挨拶申し上げます。

世界でもトップレベルの高齢化と人口減少の先進地域である北東北の青森県、

秋田県にとって、地域住民や患者に良質な医療サービスを提供する医療人の教

育・育成は最重要課題であり、その課題達成にはデジタル化、遠隔化が大きな

ポイントと考えております。

弘前大学が代表となり牽引、リーダーシップを発揮されている本事業において、

本学では、すべての卒業生に医療連携・多職種連携を含めた総合的診療能力に

長けていただくために、学内の基礎・社会・臨床医学全講座と秋田県内医療機

関の指導医・指導者が協力し、統一化された医学・医療教育を推進・遂行でき

るよう、デジタル教育コンテンツと提供システム構築に主眼をおいてきました。

この医学・医療教育のデジタル化と本事業の遂行・推進のために、令和４年12

月１日、秋田大学大学院医学系研究科に「先進デジタル医学・医療教育学講

座」、ならびに「デジタル医学・医療教育推進センター」を開設し、順次人員

を配置してきました。

初年度は、上記体制構築と共に、1）基本的診療技能に関する各分野デジタル

教材の作成を開始、2）臨床実習にご協力をいただいている県内医療機関の指導

者と教育内容を共有するe-ラーニングネットワーク体制の構築、3）病院内の全

学生・職員向けネットワーク環境整備、4）オンラインシミュレーションセミ

ナーの共有計画、等を進めてまいりました。

今後、弘前大学、秋田大学ならびに青森県内の参画２大学の特徴を生かした各

種デジタル教育コンテンツの開発・共有や、学内～県内ネットワークを生かし

た効果的な医学教育が可能となり、本事

業の目標を達成することが期待されます。

このような機会をいただきましたこと、

感謝申し上げます。本事業の推進・発展

のために、秋田大学医学部職員一同、秋

田県内の関係各位のご協力を仰ぎながら

鋭意、力を尽くしたいと考えております。

秋田大学大学院医学系研究科長

羽渕 友則





１．事 業 概要
Outline





【１】ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業とは

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、地域における医療体制の見直しや医師の地域偏在及び診

療科偏在を解消する重要性が再認識されるとともに、高度医療の浸透や地域構造の変化（総合診療

医の需要の高まり、難治性疾病の初期診断・緩和ケアの重要性等）を踏まえた新時代に適応可能な

医療人材の養成といった課題が浮き彫りとなったところ、これらの課題解消に資するためにも、地

域にとって必要な医療を提供することができる医師を養成するための学生への学部段階からの動機

づけ・資質能力の育成を図る実習・講義等の教育プログラムの更なる充実が求められている。

本事業は、大学医学部における養成課程の段階から医師の地域偏在及び診療科偏在や高度医療の

浸透、地域構造の変化等の課題に対応するため、将来、地域医療に従事しようとする意思をもつ学

生を選抜する枠を活用し、地域にとって必要な医療を提供することができる医師の養成に係る教育

プログラムの開発・実施を行う教育拠点を構築することを目的としている。

1.事業概要
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【２】「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモン
ズ」事業

1．事業概要

弘前大学は、文部科学省が公募した大学教育再生戦略推進費「ポストコロナ時代の医療人材養成

拠点形成事業」の全国11拠点のうち一つに選定された。

同事業は、大学医学部における養成課程の段階から医師の地域偏在及び診療科偏在や高度医療の

浸透、地域構造の変化等の課題に対応するため、将来、地域医療に従事しようとする意思をもつ学

生を選抜する枠を活用し、地域にとって必要な医療を提供することができる医師の養成に係る教育

プログラムの開発・実施を行う教育拠点を構築することを目的としている。

選定された本学の事業は「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモ

ンズ」と題し、本学医学部、秋田大学医学部、弘前学院大学及び弘前医療福祉大学が連携し、 多

職種連携教育を基盤とした総合的に患者・地域住民を診る資質・能力を持つ医療者教育により持続

可能な地域医療共同体を北東北に構築することを目的としている。

参画４校の教育資源を医学教育クラウドプラントで共有し、医学教育専門家が多職種連携の要素

を組み込み、青森県と秋田県内で運用できるように精錬し、このプロセスを通じて北東北で共有可

能なオンデマンド教材や教育プログラムなどの教育資源（地域医療教育コモンズ）を創出して、北

東北地域でのニーズの高い総合診療・感染症・救急・集中治療に長けた地域医療のリーダーを育成

する予定である。



2．教育プログラム

本事業で構築した「多職種連携」、「遠隔教育・データサイエンス」、「救急・被ばく医療教

育」、「総合診療・感染症教育」を核とする教育プログラムを受講した学生が、地域ニーズの高

い医療へキャリア展開をすることで、将来深刻化する過疎化により増加するへき地医療に従事す

る総合診療医養成、新興感染症パンデミックや複合災害に迅速に対応可能な救急・災害医療体制

の確立、パンデミック・災害の双方に対応可能な遠隔診療体制の整備を図り、北東北、ひいては

高齢化と人口減少が想定されている日本国内の他の地域や諸外国に対しても、本事業での成果を

普及させることで、社会に貢献していく。

3．事業目標

・地域医療教育プログラム・デジタルコンテンツ量産

・地域枠学生の定着率５%増もしくは100%達成

・全ての医学生が卒業までに防災士資格取得

・総合診療領域の医師数が地域枠入学者数の約２割に到達

・救急および感染制御を専門とする医師数を約３倍に増加

「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業
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1.事業概要
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「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業
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1.事業概要
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2．実 施体 制
Organization





【１】弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター

1．地域基盤型医療人材育成センターの設置

この事業を実施する体制として、令和４年10月１日付けで医学研究科に「地域基盤型医療人材育

成センター」を設置した。

同センターは、医師の地域偏在及び診療科偏在、地域構造の変化などの課題に対応するため、連

携校及び協力校並びに協力機関と連携し、地域にとって必要な医療を提供することができる医療人

材の育成に係る教育プログラムの開発・実施を行う教育拠点を構築することを目的としている。
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2．地域基盤型医療人材育成センター運営会議

センターの管理運営を円滑に行うため、センターに運営会議を設置した。

3．教育カリキュラム専門部会

教育カリキュラムの開発、編成及び広報等に関する事項を検討するため、運営会議に教育カリ

キュラム専門部会を設置した。

4．事業評価専門部会

事業評価に関する事項を検討するため、運営会議に事業評価専門部会を設置した。

地域基盤型医療人材育成センターを設置

2.実施体制



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

5．ワーキンググループ（WG）

新規の教育プログラムの開発・検討等を行うため、各WGを設置した。

・多職種連携WG

・遠隔診断・データサイエンスWG

・救急・被ばく・感染症WG

12



2.実施体制
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3．実 施内 容
Contents





3.実施内容
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【１】実施体制の整備

1．秋田大学との打合せ

令和４年10月26日（水）、本事業の実施体制等について、オンラインにより意見交換を行った。

議事 １「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」実施体制等について

２「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」における工程表について

３ その他

2．多職種連携WG、遠隔診断・データサイエンスWG及び救急・被ばく・感染症WG合同
会議の開催

令和４年11月８日（火）、本学医学研究科大会議室において、新規の教育プログラムの開発・検

討等を行うために設置されたWGの合同会議を開催し、本事業の概要等についての説明、各WGの

報告を行った。

WG合同会議の様子



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

3．地域基盤型医療人材育成センター運営会議の開催

令和４年11月22日（火）に弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター運営

会議をアートホテル弘前シティで開催した。

同センターの運営会議は、同センターの構成員に加え、事業責任者である本学理事（教育担当）

並びに本学医学部、秋田大学医学部、弘前学院大学及び弘前医療福祉大学の代表者等に青森県健康

福祉部長を加えた11名により構成されている。

今回の会議では、一部の参加者はオンライン参加となったが、キックオフミーティングとして、

事業責任者・事業総括者である郡千寿子理事（教育担当）の挨拶に始まり、出席者紹介後、同セン

ター副センター長である医学教育学講座鬼島宏教授からの事業説明の上、本学医学部及び秋田大学

医学部の令和４年度年度計画の説明がなされた。

運営会議の議事を進行する廣田センター長 挨拶する郡理事（教育担当）

オンライン参加する秋田大学の羽渕医学部長（左)と
永田青森県健康福祉部長（右下）

運営会議の様子

16



スケジュール 
 

時間  秋田大学対応者等 視察内容等 

8： 30 1. シミュレーション教育セ

ンター２階 緊急ラボ 

（長谷川教授） 

シミュレーション教育見学（４年臨床実習）・

シミュレーションセンター見学 

9： 00 2. 医学教育学講座 

   （長谷川教授、植木教授、

岡崎講師） 

挨拶・課題共有 

10：00 3. 総合診療医センター・総

合診療検査診断学講座・

附属病院総合診療部、中

央検査部、感染制御部 

   （植木教授、渡部助教、 

長谷川諒医師） 

総合診療・感染症教育に関するミーティング

及び施設見学 

11：00 4. 高度救命救急センター

（奥山准教授） 

施設見学・救急専門医養成に関するミーティ

ング 

12：00  昼食 

13：00 5. チュートリアル室 初年次 OSCE 見学 

14：00 
 

DX 技術による麻酔科教育ミーティング 

（鵜沼医師） 

15：00 解散   

 

1. シミュレーション教育・シミュレーションセンター見学 

循環器内科をローテーションする４年生６名への臨床実習生に対する長谷川教授によ

るマネキンを用いたシミュレーション教育を見学した。胸痛症例への初期対応について

バイタルサイン、心電図、心エコー所見から診断し、初期治療を約１時間で小グループ

学習する内容であった。 

２年生（20 名程度）を対象にする超音波ガイド下での採血・末梢静脈確保手技トレー

ニングを見学した。履修中の上腕の解剖と手技習得とを効果的に連結した演習がなされ

ていた。 

シミュレーションセンターの見学を行った。平成 24 年前に建設された３階建の建築で

あり、緊急室ラボ、外科手技ラボ、臨床専門手技ラボ、臨床基本手技ラボなどがあり、そ

れぞれにシミュレーターが配備されていた。専従の臨床工学士１名が配置され、物品や 
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4．秋田大学視察

令和４年12月13日（火）、本学教員及び事務職員が「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成

事業」での連携構築を目的として、秋田大学の視察を行った。

3.実施内容



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

シミュレーター、ラボの使用記録管理などが実施されていた。医学知識を持つ医療専門

職を配置することは精緻や物品メンテナンスのみならず、工学士による学生教育も可能

でありシミュレーションセンター運営には非常に有効な手法と思われた。１階にはシミ

ュレーションセンターの教員室、さらには事務室が配置され、事務室は秋田大学医学部

附属病院総合臨床教育研修センター、シミュレーションセンター、秋田医師総合支援セ

ンターの事務職員が１フロアに集約され、効率的・機能的に教育関連の業務がなされる

ように工夫がなされていた。OSCE などの教育行事がある際には、これらの職員が連携

し、教育事務チームとして機能することが説明された。 

 

2．秋田大学・弘前大学の医学教育の特徴及び課題の共有 

秋田大学で全学的に用いている Learning Management System の Web Class を見学し

た。弘前大学の Moodle と同様な形式で用いられ、授業課題の配布、動画教材の提供、小

テスト解答と集計などに有効に活用されていた。教員間で使用頻度や使いこなし方に差

があることが課題として挙げられていた。また、両校に共通する課題として模擬患者の

高齢化、OSCE 公的化対策による負担増などの問題が共有された。OSCE やその演習で

は可能な限りシミュレーターを活用すること、模擬患者として医学部や附属病院の事務

系職員に協力してもらうなどの対策案が挙げられた。 

 

3．総合診療・感染症教育に関するミーティング及び施設見学 

秋田大学では厚労省助成事業により総合診療医センターを令和３年より開設し、また

秋田県内４つに分散していた総合診療専門医プログラムを、秋田大学を中心とするプロ

グラムに統合し効率化する試みを令和４年度から開始したことが共有された。これによ

り、教育資源を集約化し、また各教育施設間の連携を強化し、総合診療教育の質の標準

化を図ることが期待されている。今後は、両県の総合診療プログラムの連携も検討して

いくことが話題に上がった。また、弘前大学では Infection Control Doctor の養成を強化

することを報告し、その経験を秋田大学と今後共有する方向性となった。 

また、総合診療部外来、感染制御センター、中央検査部を見学した。以前は、総合診療

部外来は病院受付近くの１階にあったが、多くの患者を診療するよりも１名の患者に多

くの時間をかけて対応する診療スタイルに移行する中で、病院４階の比較的静かなスペ

ースに外来を移動したことの説明があった。また、総合診療部門が感染制御及び中央検

査部といった中央部門を兼任することで、病院診療全体の把握が可能になるというメリ

ットも共有された。またそれにより、感染症・感染制御というサブスペシャリティを持

った総合診療医の養成も可能であり、総合診療医のキャリアプランの選択肢を増やすこ

とも可能であると思われた。 

 

4．高度救命センター見学及び救急専門医養成に関するミーティング 

高度救命センターの施設及び臨床実習生へのベットサイド教育を見学した。５年生１

名が walk in 患者を医療面接・身体診察により、鑑別診断をあげ、指導医に報告し、検

査方針を議論しており、Post CC OSCE レベルに十分合格しうる水準にあると思われた。  

 

5．初年次 OSCE 見学 

１年生を対象に実施している英語での医療面接、腹部超音波検査の OSCE を見学した。 

医療面接は外部に委託しているネイティブスピーカーとZoomで面接するものであり、 
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腹部超音波検査はシミュレーターに対して超音波検査を実施し、あらかじめ定められた

部位を描出することが課題であった。教員１名、事務職員２名のみで運営され、誘導は

録音された音声を放送し、学生が導線に従って所定の試験室に動き、各試験室は天井に

設置されたカメラで録音・録画され、中央管理されたハードディスクに記録されるシス

テムが構築されていた。評価は教員が録画により実施する方式としていた。初年度であ

るため厳密な採点ではなく、到達度が不十分な学生を抽出し、再試験によりフィードバ

ックを行うよう Assessment drives learning を念頭に置いた評価という位置付けであった。 

 

6．DX 技術による麻酔科教育ミーティング 

麻酔科鵜沼医師が計画している D X 技術を用いた効率的な臨床実習手法のアイデアに

ついて議論した。この中で、秋田大学麻酔科が中心となって日本国内に展開している世

界麻酔科学会連合(WFSA)と Association of Anesthetists によって開発された小児麻酔の

シミュレーションコースである SAFE(Safer Anesthesia From Education) 小児麻酔コー

スが現在オンラインで定期的に実施されていることが情報共有され、小児救急医学を専

門とする弘前大学の野村助教に対して同コースの講師への参加招待があり、応需した。ま

た、同コースの受講について青森県内の医師に枠を広げることも可能であることが示さ

れ、弘前大学の麻酔科に同コースを紹介することとなった。 

 

7．まとめ 

弘前大学とも共通する教育に特化した教員と事務職員の不足という課題について、デ

ジタル機器の有効活用、教育に関する事務部門のオフィスを統合するなどの工夫により

解決がなされていたことは注目されるべきと考えられた。シミュレーションセンターに

事務職員のみならず医療職を配置することで、質の高いセンター運営がなされているこ

と、感染制御部門と強く連携された総合診療部門を運営していたことも特記すべきこと

である。今後も積極的に交流をする中で双方のグッドプラクティスを共有することで、

両校の医学教育が改善されるものと思われた。 

3.実施内容
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シミュレーション教育の様子 緊急処置ラボ



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

緊急処置ラボ内のシミュレーター

シミュレーション教育センター

シミュレーター

採血・末梢静脈確保手技トレーニングの様子

シミュレーターの説明を受ける様子
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3.実施内容
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総合診療医センター 初年次OSCEの様子

初年次OSCEの様子



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

5． 第１回全国フォーラムへの参加

令和５年１月11日（水）に全国フォーラムが一橋講堂で開催された。

本学からは医学研究科長、専任教員、事務職員、秋田大学からは専任教員、事務職員が参加し、

採択された11拠点の各代表者をはじめとする本事業の関係者と、今後の人材育成プログラムについ

て議論した。

※撮影時のみマスクを外しております

プログラム

13：00～13：10 開会挨拶

永田恭介（筑波大学長）

田中 誠（筑波大学医学群長/事業責任者）

伊藤史恵（文部科学省医学教育課長）

13：10～14：15 シンポジウムI 本事業で養成すべき医師像

シンポジスト：北村 聖（東京大学名誉教授、地域医療振興協会顧問、本事業選定委員長）

尾身 茂（新型コロナ対策分科会会長、結核予防会理事長）

14：15～14：30 休憩

14：30～15：55 シンポジウムII 本事業の今後の展開と連携のありかた

シンポジスト：採択校担当者

（弘前大学、筑波大学、千葉大学、富山大学、名古屋大学、岡山大学、

高知大学、長崎大学、宮崎大学、琉球大学、埼玉医科大学）

15：55～16：00 閉会挨拶

若林則幸（東京医科歯科大学理事・副学長）
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スケジュール 
 

時 間 説明内容等 対応者 

11:30～12:30 昼食（医学研究科大会議室）  

12:30～13:00 弘前大学のポストコロナ GP 概要 
鬼島 宏（医学教育学） 

唐牛（専門職員）・柏崎 

13:00～13:30 
感染制御教育 

インフェクションコントロールドクター育成 
糸賀正道（感染制御センター） 

13:30～14:00 
防災士取得に向けたカリキュラム 

被ばく医療教育 

鬼島 宏（医学教育学） 

伊藤勝博（災害・被ばく医療教

育センター） 

14:00～15:00 
遠隔医療コミュニケーション 

遠隔画像診断 

掛田伸吾（放射線診断学） 

（Teams 対応） 

15:00～16:00 
健康未来イノベーションセンターの活動 

COI 関連の教育研究 

伊東 健（分子生体防御学） 

三上達也（先制医療学） 

玉田嘉紀（医療データ解析学） 

16:00～17:00 

弘前大学・医学研究科長挨拶 廣田和美（研究科長） 

総括 

質疑応答 

鬼島 宏（医学教育学） 

唐牛（専門職員）・柏崎 

 
 

3.実施内容
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6．琉球大学、佐賀大学の来校

令和５年３月９日（木）に琉球大学、佐賀大学から本事業の関係者が来校された。

本学の事業説明の後、意見交換が行われた。

・琉球大学：屋良さとみ（医学教育企画室 准教授）

大内 元（救急部 特命准教授）

川妻 由和（沖縄県地域医療支援センター 副センター長 特命准教授）

奥村耕一郎（おきなわクリニカルシミュレーションセンター 特命教授）

具志翔太朗（医学教育企画室）

岩下あゆみ（医学教育企画室）

・佐賀大学：小田 康友（地域医療科学教育研究センター長 教授）

福森 則男（地域医療科学教育研究センター 准教授）

※撮影時のみマスクを外しております



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

7．「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業シン
ポジウムの開催

令和５年３月29日（水）、令和４年度 文部科学省「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成

事業」採択事業「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

シンポジウムをアートホテル弘前シティにて開催した。

シンポジウムは、弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター廣田和美セン

ター長の挨拶の後、第一部では代表校である本学の同センター副センター長の医学教育学講座鬼島

宏教授から事業概要説明があり、続いて本学放射線診断学講座掛田伸吾教授から本事業における遠

隔画像診断教育に関する説明、本学臨床検査医学講座糸賀正道講師から感染制御教育に関する説明、

本学被ばく医療連携推進機構災害・被ばく医療教育センター辻口貴清助教から防災教育に関する説

明が行われた。

第二部では、連携校である秋田大学医学教育学講座長谷川仁志教授から秋田大学における総合力

のある医師育成のための取り組み、さらには同校総合診療・検査診断学講座植木重治教授から秋田

県での総合診療教育に関する発表がなされた。

第三部として、協力校である弘前学院大学看護学部大瀬富士子教授から同校での生活者の視点を

学ぶ教育について、続いて弘前医療福祉大学保健学部看護学科工藤うみ教授から同校での多職種連

携教育について説明が行われた。

最後に、医学教育学講座鬼島宏教授から、来年度以降も参画４校が連携して多職種連携教育を基

盤とした総合的に患者・地域住民を診る資質・能力を持つ医療者教育を展開していく旨の挨拶によ

り閉会となった。

廣田センター長（研究科長） 秋田大学 長谷川教授

秋田大学 植木教授 弘前学院大学 大瀬教授
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シンポジウムの様子

弘前医療福祉大学 工藤教授 医学教育学講座 鬼島教授

3.実施内容
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「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

【２】教育改革

1．弘前大学医学部連携教育施設におけるFDの開催

医学教育及び診療参加型臨床実習の現状等について相互理解を深めることを目的として、弘前大

学医学部連携教育施設におけるFDをオンラインにより、以下のとおり開催した。

・日 時 令和４年10月12日（水）16：15～17：15

対象施設 青森市民病院

・日 時 令和４年12月14日（水）17：00～18：00

対象施設 大館市立総合病院

・日 時 令和４年12月21日（水）16：30～17：30

対象施設 むつ総合病院

ＦＤの様子

2．臨床実習の質向上を目的としたFD研修会の開催

令和４年10月19日（水）に本学医学研究科基礎第２講義室において、臨床実習の質向上とさらな

る充実を図ることを目的としたFDを開催した。

【発表内容】①形成外科学講座

②神経精神医学講座

③脳神経内科学講座
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3.実施内容
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3．「第１回Hirosaki University ICLS Course for Medical Trainees」の開催

令和５年１月７日（土）に本学医学研究科臨床研究棟内において、医学生対象の日本救急医学会

認定のICLSコース（第１回Hirosaki University ICLS Course for Medical Trainees）を開催し、弘前

大学医学部医学科４年生３名、５年生３名がコースを修了した。

ICLSコース修了後
※撮影時のみマスクを外しております

ICLSコースの様子



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

【３】秋田大学における初年度の取り組み

1．「先進デジタル医学・医療教育学講座/デジタル医学・医療教育推進センター」開設

本事業において、秋田大学では「総合的な診療能力育成／６年間一貫デジタル教育ハイブリッド

プログラム」（図1）における各分野教育（講義、演習、実習、評価）のデジタル化を推進して教

育効果を向上するために、令和４年12月１日に「先進デジタル医学・医療教育学講座/デジタル医

学・医療教育推進センター」を開設した。本部門は、図2に示す学内各部門と連携して、県内一体

化した総合的な診療能力育成のための効果的デジタル医学教育を推進することを目標として活動を

開始している。

図１

図２
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3.実施内容
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２．総合的な診療能力育成のために県内一体化した医学教育のデジタル化を推進

初年度は、前記の体制構築と共に、１）基本的診療技能に関する各分野デジタル教材の充実、

２）臨床実習にご協力をいただいている県内医療機関の指導者と教育内容を共有するe-ラーニング

ネットワーク体制の整備、３）病院内の全学生・職員向けネットワーク環境整備、４）オンライン

シミュレーションセミナーの共有計画を進めるとともに、以下の各学年における各種デジタル教育

コンテンツ（画像・動画＋チェックテスト・ドリル）やデジタル教育手法を充実させ、効果的な医

学教育を推進する取り組みを計画しスタートさせている。

【１年次】

１）初年次ゼミ/医療行動科学

①胸痛・腹痛臨床推論に対する基礎医学・臨床医学・医療行動科学と水平・垂直統合した臨床推

論・医療面接コンテンツ

②解剖学と統合した心エコー・腹部エコー・肺聴診演習の学修効果を上げるデジタルコンテンツ

２）基礎医学講義・実習

基礎医学と臨床医学の統合教育を推進する各講義・演習で使用するデジタルコンテンツ

【２年次】

１）基礎医学講義・実習

①基礎医学と臨床医学の統合教育を推進する各講義・演習で使用するデジタルコンテンツ

２）地域医療講義

①37症候に対する臨床推論デジタルコンテンツ

②地域包括ケア症例検討PBLにおけるweb会議システムを用いた取り組み

【３年次】

１）臓器別臨床講義

①各分野の総合的な診療能力向上に結び付けるデジタルコンテンツ（オンラインのシミュレー

ション教育も含む）

２）社会医学講義

①各分野の総合的な診療能力向上に結び付けるデジタルコンテンツ

【４年次】

１) 総合診療・検査診断学講義

①総合診療や感染症についての総合的な診療に関する学びを深化させるデジタルコンテンツ

２）臓器別臨床講義

①各分野の総合的な診療能力向上に結び付けるデジタルコンテンツ

３）基本的診療技能講義・演習

①総合的な診療の実践レベルを向上するために各講義・演習のデジタル化
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②学内・県内医療機関の指導者と共有するe-ラーニングネットワークシステムの構築

【４～６年次：診療参加型臨床実習】

①総合的な診療の実践レベルを向上するために、各分野診療参加型臨床実習の充実を目指した各

科オリエンテーションのデジタル化

②シミュレーション教育の内容をシナリオ・動画等デジタル活用で向上

【各学年における統一試験、OSCEのデジタル化】

①各学年の統一試験～卒業試験におけるデジタル教材の活用、動画・音声試験等の併用による総

合的な診療能力確認のための効果的な評価を推進

②卒業時PCC-OSCE自学13課題：総合的な診療能力育成のためのデジタル動画・音声を用いた

実践問題

③１年次医療面接OSCE、心エコー・腹部エコー・肺の聴診OSCEや演習におけるデジタル教材
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弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター規程 

 

令和 4年 9月 21日 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は，国立大学法人弘前大学管理運営規則（平成 16 年規則第 1 号）第 5

条第 2 項の規定に基づき，弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成セ

ンター（以下「センター」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（目的） 

第 2 条 センターは，医師の地域偏在及び診療科偏在，地域構造の変化などの課題に対

応するため，連携校及び協力校並びに協力機関と連携し，地域にとって必要な医療を提

供することができる医療人材の育成に係る教育プログラムの開発・実施を行う教育拠

点を構築することを目的とする。 

（業務） 

第 3条 センターは，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 総合的な視点（住民のライフサイクル，地域及び多職種連携等）を涵養する医療

人育成に関すること。 

(2) 急性期・慢性期患者の複合的問題及びパンデミックや災害に対応できる医療人の

育成に関すること。 

(3) 地域基盤型医療者教育を実践するための効果的な教材及び教育プログラム開発

に関すること。 

(4) その他センターの目的の達成に必要な業務に関すること。 

（他大学等との連携等） 

 第 4 条 センターの目的を達成するため，次の各号に掲げる連携校及び協力校並びに協

力機関と協同で業務を実施する。 

  (1) 連携校  国立大学法人秋田大学 

  (2) 協力校  学校法人弘前学院弘前学院大学，学校法人弘前城東学園弘前医療福祉

大学 

 (3) 協力機関 青森県 

（職員） 

第 5条 センターに，次の各号に掲げる者を置く。 

(1) センター長 

(2) 副センター長 

(3) 専任教員 

(4) 兼任教員 

(5) その他センター長が必要と認めた者 

（センター長） 

第 6条 センター長は，研究科長をもって充てる。 

2 センター長は，センターの業務を掌理する。 

  （副センター長） 

第 7条 副センター長は，センター長が指名する者をもって充てる。 

2 副センター長の任期は，2 年とし，再任を妨げない。ただし，任期の末日は，当該副

センター長を指名したセンター長の任期の末日以前とする。 

3 副センター長が任期満了前に辞任し，又は欠員となった場合の後任者の任期は，前任 
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者の残任期間とする。 

4 副センター長は，センター長の業務を補佐し，センター長に事故があるときは，その

職務を代理する。 

  （兼任教員） 

第 8条 兼任教員は，センター長が指名する者をもって充てる。 

2 兼任教員の任期は，2 年とし，再任を妨げない。ただし，任期の末日は，当該兼任教

員を指名したセンター長の任期の末日以前とする。 

  （運営会議） 

第 9条 センターの管理運営を円滑に行うため，センターに運営会議を置く。 

2 運営会議に関し必要な事項は，別に定める。 

  （その他） 

第 10条 この規程に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，別に定め

る。 

 

    附 則 

  この規程は，令和 4 年 10月 1日から施行する。 

32



  弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター 

運営会議内規 

 

令和 4年 9月 21日 

（趣旨） 

第 1 条 この内規は，弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター規

程第 9 条第 2 項の規定に基づき，弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育

成センター運営会議（以下「運営会議」という。）に関し，必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第 2条 運営会議は，弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター（以

下「センター」という。）に関する次の事項を審議する。 

(1) センターの運営方針に関すること。 

(2) 教育プログラムの管理・運営等に関すること。 

 (3) その他センターに関する重要事項に関すること。 

（組織） 

第 3条 運営会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 理事（教育担当） 

(2) 医学研究科長（センター長） 

(3) 保健学研究科長 

(4) 医学部附属病院長 

(5) 医学教育学講座教授 

(6) 連携校から推薦された者 

(7) 協力校から推薦された者 

(8) 協力機関から推薦された者 

(9)  その他センター長が必要と認めた者 

2 前項第 9 号の委員の任期は 2 年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

3 前項の委員の任期の末日は，当該委員を指名するセンター長の任期の末日以前とする。 

（議長及び副議長） 

第 4条 運営会議に議長を置き，センター長をもって充てる。 

2 運営会議に副議長を置き，議長が指名する委員をもって充てる。 

3 副議長は，議長の職務を補佐し，議長に事故があるときは，その職務を代理する。 

（会議） 

第 5条 運営会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。 

2 会議の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ

ろによる。 

（委員以外の出席） 

第 6 条 議長が必要と認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴くことが

できる。 

（専門部会等） 

第 7条 運営会議に，必要に応じて専門部会等を置くことができる。 

2 専門部会等に関し必要な事項は，別に定める。 

（庶務） 

4.参考資料
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第 8条 運営会議の庶務は，医学研究科事務部において処理する。 

（その他） 

第 9条 この内規に定めるもののほか，運営会議の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 

   附 則 

この内規は，令和 4年 10 月１日から施行する。 
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（令和４年10月1日現在）

附属地域基盤型医療人材育成センター
運営会議内規第３条

氏　　　名 職名等

（１）　理事（教育担当） 郡　　　 千寿子

（２）　医学研究科長 廣　田　和　美 （センター長）

（３）　保健学研究科長 齋　藤　陽　子

（４）　医学部附属病院長 大　山　　　力

（5）　医学教育学講座教授 鬼　島　　　宏 （副センター長）

羽　渕　友　則 秋田大学大学院医学系研究科長

南　谷　佳　弘 秋田大学医学部附属病院長

藁　科　勝　之 弘前学院大学長

下　田　　　肇 弘前医療福祉大学長

（8）　連携機関から推薦された者 永　田　　　翔 青森県健康福祉部長

（9）　その他センター長が必要と認めた者 野　村　　　理 医学教育学講座　助教

弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター運営会議　委員名簿

（6）　連携校から推薦された者

（7）　協力校から推薦された者
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弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター運営会議の 

専門部会設置に関する申合せ 

 

令和 4年 9月 21日 

（設置） 

1 弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センター運営会議内規第 7 条

第 2 項の規定に基づき，弘前大学大学院医学研究科附属地域基盤型医療人材育成センタ

ー運営会議（以下「運営会議」という。）に教育カリキュラム専門部会及び事業評価専

門部会を置く。 

（任務） 

2 専門部会は，次に掲げる事項を検討する。 

(1) 教育カリキュラム専門部会にあっては，教育カリキュラムの開発，編成及び広報

等に関する事項 

(2) 事業評価専門部会にあっては，事業評価に関する事項 

（組織） 

3 各専門部会は，検討課題に応じ，センター長が指名する者をもって組織する。 

 （部会長） 

４ 各専門部会に部会長を置く。 

５ 各部会長は，センター長が指名する者をもって充てる。 

６ 各部会長は，各専門部会を招集し，その議長となる。 

 （委員以外の出席） 

７ 各専門部会は，必要に応じて委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。 

（報告） 

８ 各専門部会は，必要に応じて協議経過及び結果について，運営会議に報告するものと

する。 

 （その他） 

９ 各専門部会の庶務は，医学研究科事務部が処理する。 

  

附 則 

 この申合せは，令和 4 年 10 月 1 日から実施する。 
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（令和４年10月1日現在）

職名等 氏　　　名 備考

　弘前大学大学院医学研究科長
廣　田　和　美 地域基盤型医療人材育成センター長

　弘前大学大学院保健学研究科長 齋　藤　陽　子

　弘前大学大学院医学研究科附属地域
　基盤型医療人材育成センター
　医学教育学講座教授

鬼　島　　　宏
地域基盤型医療人材育成センター

副センター長

　弘前大学大学院医学研究科
　消化器外科学講座教授

袴　田　健　一

　弘前大学大学院医学研究科附属地域
　基盤型医療人材育成センター
　医学教育学講座助教

野　村　　　理

　秋田大学大学院医学系研究科長 羽　渕　友　則

　秋田大学大学院医学系研究科医学専攻
　医学教育学講座教授

長谷川　仁　志

　秋田大学大学院医学系研究科医学専攻
　総合診療・検査診断学講座教授

植　木　重　治

　弘前医療福祉大学副学長 土　澤　健　一

教育カリキュラム専門部会　委員名簿
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（令和４年10月1日現在）

職名等 氏　　　名 備考

　弘前大学大学院医学研究科長 廣　田　和　美 地域基盤型医療人材育成センター長

　弘前大学大学院保健学研究科長 齋　藤　陽　子

　弘前大学医学部附属病院長 大　山　　　力

　弘前大学大学院医学研究科附属地域
　基盤型医療人材育成センター
　医学教育学講座教授

鬼　島　　　宏
地域基盤型医療人材育成センター

副センター長

　弘前大学大学院医学研究科
　消化器外科学講座教授

袴　田　健　一

　秋田大学大学院医学系研究科長 羽　渕　友　則

　青森県健康福祉部長 永　田　　　翔

　秋田県健康福祉部長 伊　藤　香　葉

事業評価専門部会　委員名簿
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（令和4年11月8日現在）

多職種連携WG

所属・職名 氏　　　名

医学研究科
医学教育学講座　教授

鬼　島　　　宏

保健学研究科　教授 藤  田　あけみ

保健学研究科　教授 冨　澤　登志子

遠隔診断・ データサイエンスWG

所属・職名 氏　　　名

医学研究科
放射線診断学講座　教授

掛　田　伸　吾

医学研究科
医療データ解析学講座　教授

玉　田　嘉　紀

救急・被ばく・感染症WG

所属・職名 氏　　　名

被ばく医療連携推進機構
災害・被ばく医療教育センター　教授

伊　藤　勝　博

被ばく医療連携推進機構
災害・被ばく医療教育センター　助教

辻　口　貴　清

医学研究科
臨床検査医学講座　准教授
（感染制御センター長）

齋　藤　紀　先

医学研究科
臨床検査医学講座　講師
（感染制御センター副センター長）

糸　賀　正　道

ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業に関する各種WG（弘前大学）

4.参考資料
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■シンポジウム チラシ
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「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業　シンポジウム　

アンケート結果

　

　

20代

11%
30代

8%

40代

23%

50代

27%

60代

27%

70代～

4%

1．年齢

大学生・大学院生

4%

教育機関教職員

77%

自治体等

行政職員

11%

会社員

4%
その他

4%

２．職業等

4.参考資料
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ホームページ

10%

ポスター／チラシ

38%

知人等から

28%

その他

24%

３．シンポジウムの開催を何で知りましたか？

事業に関わっている

31%

事業の概要は

知っている

31%

事業名のみ

知っている

23%

事業について

ほとんど知らない

15%

４．「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」をご存知でしたか？
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かなり理解が深まった

58%

ある程度理解した

42%

５．今回のシンポジウムで、事業への理解が深まりましたか？



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

６．これからの「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」

　事業にどのようなことを期待しますか？（自由記述）

　＜抜粋＞

・ 学生の動機づけが維持、向上するようにポイントポイントで、確認、フィードバックするこ

とが必要で、事業にも影響すると考えます。

　

・ 対話ができる、つながる人材を育てることが東北の医療の底上げに最も近道であると学ぶ機

会になりました。

・ 看護学生教育と本事業との連携・統合（授業の一部にもなり得る）。

学生が課題を自覚（発見）し、本事業に積極的に参加できるようになれば良いと考えました。

・ 普通に生活していても、この事業について学ぶ機会が少ないと思うので、この事業に関する

会（講演会やグループワーク）を開催していただきたいです。

・ 総合診療医の育成→拠点病院への配置

育成をどのように行うか→連携病院の研修プログラムの標準化

　　　　　　　　　　　→特色づける工夫が必要

OSCEの充実のためにシミュレーション患者の育成が必要ではないか。

⇒ボランティア？賛同者を募ることも必要か？　

・ とても濃い内容でした。ありがとうございます。

・ 各大学の素晴らしい事業、試みを共有、相互に活用しあえると、よいと思いました。

大変期待できる試みだと思いました。

44



■「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」新聞掲載記事

陸奥新報 1面（令和4年11月16日付）

45

東奥日報 24面（令和4年11月16日付）

陸奥新報社提供

東奥日報社提供

4.参考資料

この画像は、当該ページに限って陸奥新報の記事利用を許諾したものです。転載ならびにこのページへのリンクは固くお断りします。

この画像は、当該ページに限って東奥日報社が利用を許諾したものです。



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

陸奥新報 1面（令和4年11月23日付）

陸奥新報社提供
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この画像は、当該ページに限って陸奥新報の記事利用を許諾したものです。転載ならびにこのページへのリンクは固くお断りします。



東奥日報 28面（令和4年11月23日付）
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東奥日報社提供

4.参考資料

この画像は、当該ページに限って東奥日報社が利用を許諾したものです。



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

陸奥新報 4面（令和5年3月30日付）

陸奥新報社提供
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この画像は、当該ページに限って陸奥新報の記事利用を許諾したものです。転載ならびにこのページへのリンクは固くお断りします。



東奥日報 28面（令和5年3月30日付）
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東奥日報社提供

4.参考資料

この画像は、当該ページに限って東奥日報社が利用を許諾したものです。



「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

■連携教育施設におけるFD チラシ
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4.参考資料
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「多職種連携とDX技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業

52



4.参考資料
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■臨床実習の質向上を目的としたFD研修会 チラシ
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